
(株)アシスト
2021.5月号鶴岡のお米お届けいたします

4月に入ってから晴れ間が続き、鶴岡公園の桜も満開を迎

えました。この場所に並びきれない程の出店が出店するの

ですが、コロナの為数店の出店のみとなりました。4/3撮影

今年の播種作業は4/9-12、19の期間で若手アルバイトより応援を頂き終える事が出来ました。請

負で無人へりでの直播も4月下旬に行っております。5月初旬の田植までの期間、育苗ハウス内の

温度の管理と、田んぼの整備に明け暮れる日々が続きます。

我社の必需車軽トラック。左の軽トラの廃車を機に3月に右の軽トラを購入。ご

当地＆希望ナンバーの｢・・・1桁｣バージョンで納車した際の1枚です。庄内ご当

地ナンバー1桁を見たら(株)アシスト車かも・・・

廃車用軽トラ 納入した軽トラ

今年も御獅子様が回って参り

ました。毎年、我が家では自

宅玄関に入ってもらい家内安

全、悪事退散、健康を祈願し

御獅子様から頭を噛んでもら

い御札を頂きました。
4/5撮影

｢産業無人ヘリ｣

今年度初出動です!!

春のヘリ出動要請は、水を張った田んぼ

に種子を散布する作業(直播)と同時に肥

料の散布を請負で、主に庄内地域を中心

に実施しています。風のない早朝から作

業を開始する為、現地集合時間は5：00。

集合場所で田んぼ所有者や業者さんと打

ち合わせ後、作業に取りかかります。

4/27、最初のヘリ散布作業日は晴天で夜

明けの鳥海山が田んぼの水面に映る景色

と、種子散布中のヘリの様子の1枚はマニ

アックなヘリ操縦者にとっては非常にお

気に召した様子が伺われました。

4月中、鶴岡では最も話題？の丸亀製麺。4/21、鶴岡にオープンしたのです。東北チェーン店の某飲食店をリフォー

ムし、オープン当日は行列が出来ていました。なぜか、どうしても食べたくなる丸亀製麺をわざわざ酒田まで車で

40分かけて行かなくても自宅から車で数分で行くことが出来るので食べる楽しみがまた増えました。｢株式会社

TOKIO｣とコラボするこれからの話題も気になるところです。

春の味覚 いただきます

今が旬の山菜｢こごみ｣

をいただきました。青い

方は天ぷらに、赤こごみ

は人参等を入れ炒め煮

に・・・やはり収穫したて

は新鮮で美味しいですね。もうじき収穫される地

元産の孟宗(タケノコ)で作る孟宗汁もこれからの

旬の味です・・・。



(株)アシスト
2021.5月農作業の様子をご紹介いたします その2

圃場編…作業工程④

田植直前の田んぼの状態にするには

肥料の入った柔らかい土壌の整備を

必要とする為、回数を重ねた耕起作

業を行います。トラクター3台他1台を

フルに活用しながら作業しています。

圃場編…作業工程③

粗耕起

肥料散布
圃場を耕起する前に肥料散布を行い

ます。耕起する際に土と一緒に混合

され、稲の生育に必要な作業の一つ

です。

種子編…作業工程④

湯田川温泉から搬入した種子を播種機か

ら均等な量で蒔く事が出来る様、約1日程

コンクリートの上で乾かします。種子搬入

種子催芽
播種してからの発芽率を高め、発芽

をそろえるために芽出しを行います。

吸水させたタネの発芽温度より高温

に保つ方法の一つ、湯田川温泉の

お湯に丸1日入れます。

鶴岡市全域より芽出し依頼を受ける湯田川温泉催芽場

種子編…作業工程⑤

ハウス編…作業工程②

苗並べ

少しずつ作業状況をお伝えして参ります。どうぞ時間の許す限り御拝読いただけたら幸いです。

4/9より播種作業が始まりました。今

年は若手(20代)6名からお手伝いを

頂き、天気にも恵まれ、ケガなく約4日

程で作業終了する事が出来ました。

種子編…作業工程⑥

播種

床土を苗箱に入れ→→種子を蒔き、覆土(肥料入)で覆う流れ

播種作業の最終地点はハウス内。1枚

の苗箱重量＝床土+種子+水+覆土

で約6㎏。1枚1枚並べる作業はかな

り重労働・・・。手伝を快く引受けてく

出さる若手作業員に感謝感謝です。

今年の育苗はブルーシートを使用し、

水を張るプール育苗に初挑戦です。

覆土(肥料入)で覆った苗箱は

ハウスへと運ばれます。

修繕したハウス内へ一枚ずつ並べます


